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１． 特別損益の計上

（１）投資有価証券売却益

（２）子会社損失引当金繰入

（３）投資有価証券評価損

（４）訴訟損失

　

問 合 せ 先

代表取締役社長 木村 進一

株式会社サノヤス・ヒシノ明昌

   　森本　武彦
専 務 執 行 役 員
経 理 部 担 当

　なお、当社といたしましては、判決内容を十分検討のうえ対応を決定する所存であります。

平成20年3月28日

特別損益の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ

各　　　　　位

上 場 会 社 名

代 表 者 名

（コード番号　　 　　　　７０２０　 大証第１部）

-　１　-

　当社は、平成20年3月期において下記１．の特別損益を計上するとともに、平成19年11月16日の中間
決算時に公表いたしました平成20年3月期の業績予想を下記２．のとおり修正いたします。

記

　当社が保有する投資有価証券のうち、株式市場における株価の下落に伴い、著しく価額が低
下した銘柄につき減損処理による投資有価証券評価損約１４０百万円を計上する予定でありま
す。

　なお、当該計上額は、既に連結損益に反映されているため、連結損益に与える影響はありま
せん。

　中日本高速道路株式会社より提起されていた鋼製上部工工事に係る違約金請求訴訟に於い
て本日の第１審判決にて違約金約８１百万円、遅延損害金年５％の支払を命じられたため、当
該金額約９０百万円を訴訟損失として計上する予定であります。

　資産の効率的活用を図るため、当社が保有する上場投資有価証券の一部を売却することによ
り約１００百万円の投資有価証券売却益を計上する予定であります。

　当社の子会社について、当該会社の財政状態の改善には相当の期間を要すると判断されるこ
とから、子会社損失引当金繰入額として、個別に約２６０百万円を計上する予定であります。



２． 平成２０年３月期通期業績予想の修正(平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日)

(1) 連結業績予想

１株当たり当期純利益

  　円　　銭

  23  02

  24  55

－

－
( ご参考 )

  35  79

(2) 個別業績予想

１株当たり当期純利益

  　円　　銭

  18  42

  13  81

－

－
( ご参考 )

   4   89

(3) 修正の理由

以  上

　

-　２　-
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△ 0.7 3.2

百万円

1,463 1,347 1,035

売上高

68,500 2,270 2,170 800

百万円百万円 百万円

売上高

当期純利益

69,000 2,200 750

61,790

△ 500 70

2,100

3.3

百万円 百万円 百万円

営業利益 経常利益

前期実績(平成19年3月期）

　増     減     額    (B－A)

　前 回 発 表 予 想　(A)

　今 回 修 正 予 想　(B)

前期実績(平成19年3月期） 50,170 590 493

※　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業
績は今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。
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 売上高についてはＬＰＧタンクの一部が客先都合により次年度の引渡しとなること等から前回予想
比若干の減少となる見込みですが、営業利益、経常利益は新造船製造におけるコスト削減及び
操業量の増加から採算が向上していること等から前回予想比増加する見込みであります。当期純
利益については経常利益の増加と１．における特別損益の計上に伴う修正であります。

6.7　増     減     率    (％)

70

営業利益 経常利益 当期純利益

　増     減     額    (B－A)

百万円

　今 回 修 正 予 想　(B)

　前 回 発 表 予 想　(A)

1,600 600

57,700 1,850 1,750 450

58,000 1,700

△ 300 150 150 △ 150

　なお、平成２０年３月期の期末配当予定(１株当たり５円)については変更はありません。

△ 0.5 8.8 9.4 △ 25.0　増     減     率    (％)
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